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都市化と社区建設の課題について 

 

  改革開放以来 30年、急速な発展を遂げた中国では、中国の現状は経済発展段階が違う内

陸部と沿岸部が二分され、貧しい内陸部の社会機能を維持するため、国が一定の経済発展を

遂げた沿岸部の資金（税収）を内陸部に調達し、いわゆる「財政移転」を実施した。経済が

減速した今、内陸部はますます沿岸部の「輸血」に依存するようになってきた。そのため、

中国は「輸出主導型経済」から「内需主導型経済」への経済モデルの転換を図るとともに、

「西部大開発」、「中部振興」、「一帯一路」などのプロジェクトを次々と作り出し、内陸

部の発展を牽引しようとしている。 

  しかし、中国の経済発展を牽引していた沿岸部の民間企業は技術の欠如で産業構造の転

換が迫られ、「中進国の罠」に直面している。そういう状況で、沿岸部の「輸血」に依存し

ている内陸部も厳しい状況になり、一部の社会機能が崩壊する恐れもある。このような連鎖

的悪循環から抜け出すため、内陸部の経済的自立が重要視されている。とはいえ、工業化が

まだ未完成の内陸部の自立は、そう簡単なことではない。まず、農民人口の多い内陸で都市

化を進めるのが経済発展の前提条件である。この問題を解決すべく実施されたのが、「社区

建設」である。具体的には、中国政府は 2014 年 9月に「国家新型都市化計画」を作り出し、

土地開発により、社区になった農村戸籍の人々を都市戸籍に変更することを通じて、これま

で推進してきた「土地の都市化」から「人の都市化」に重きを置く方針を出している。しか

し、こういう行政の手段で推進している「都市化」が、果たして機能できるだろうか。  

 筆者は、中国の内陸部にある漢中市を事例地とし、社区建設の前後に起こった変化に対

し、三年を渡り、二度の調査を実施した。本稿では、調査結果をもとに、「社区建設」の

効果を検討するのを目的とする。  

 


